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高速での高精度測定

スペイン、マドリッドを拠点とし、航空産業と防衛
産業向けの複雑なパーツの製造を専門とする精
密エンジニアリング企業は、レニショー REVO® 

5 軸計測ヘッドとプローブシステムを採用しまし
た。これにより、検査時間を 5 分の一近くまで短
縮し、大容量の CNC 工作機械に匹敵するスピー
ドで品質管理と検査を行うことができるようにな
りました。

現在、少なくともテクノロジーの領域では、様々な
方法で製造作業が簡素化されています。例えば、
工作機械のプログラミングと操作が簡単になり、
ラピッドプロトタイピングにより製品開発がこれ
まで以上に高速かつ低費用になり、ユーザーフレ
ンドリーな CAD ソフトウェアにより物理的なプロ
トタイピングの必要性も排除されるようになって
います。これらの要因は、実際に製造する製品が
あまり複雑でない場合に当てはまることで、サニ
サドス・エスクリバノのように、数百万ドル規模の
複雑な航空システムを製作する場合には、事情
が異なります。

「工作機械の購入時には、すべてのオプションを
オーダーしている」というのは、同社のプロジェク
トマネージャ、ファン・A・ウメネス氏です。 REVO による航空コンポーネントの大型穴の計測

エスクリバノはエアバスに精密パーツを提供



「しかし、最高の機械を備えることは、単なる一要素
に過ぎません。当社の顧客からは、非常に厳しいパ
ーツ検査が求められているため、特に複雑で非常に
公差が厳しいパーツの製造では、計測作業でボトル
ネックが発生する可能性があります。」

彼は引き続き次のように説明します。「当社では顧客
のリクエストに応じて、製造パーツの 10%～100% 
を検査しています。最近 Metris CMM に取り付けた
レニショーの REVO システムは、タッチトリガーシス
テムでは困難または不可能な非プリズム面の計測を
非常に短時間で行います。Typhoon などのアビオニ
クス機器のシャシーなど、一部のケースでは、REVO 
により検査のスループットを 5 倍に向上し、パーツあ
たりの検査時間を平均 80% 近く短縮しました。」

優れた計測速度と精度
REVO 5 軸ヘッドの主な特色は、3 軸スキャニング方
式の限界を克服したことです。3 軸スキャニング方式
では、大きな質量の CMM を高速で動かそうとする
ため、加速と減速による慣性誤差が発生しました。こ
の理由により、3 軸スキャニングでは精度を維持する
ため、計測速度を遅くする以外、方法がありませんで
した。しかし、REVO はヘッドと測定機の同期を取り
ながら計測を行い、動的誤差を発生せずに、部品の
形状変化に素早く対応します。 CMM は、精度に影響
を与えることなく、一定の速度で計測を行いながら移
動することができます。

さらに REVO は、位置決め角度が無制限で、計測面
のすぐ近くで測定点を検出する、独自のプローブ技
術が組み込まれています。スピード、柔軟性、および
精度を兼ね合わせているため、円形、螺旋形、スイー
プ、ガスケットスキャン、そして必要な場合には、高速
シングルタッチルーチンをはじめとする幅広い計測
アプリケーションで優れたパフォーマンスを発揮し
ます。

需要の拡大に合わせた拡張
エスクリバノの工場を訪れることができた幸運な見
学者は、このような製造活動に必要な大型設備投資
の規模と重要性を痛感することでしょう。ファン・A・ウ
メネス氏は、設備に年間 100 万～150 万ユーロを投
資しているといいます。同社の CNC 機械のほとんど
はスイス製か日本製の最高級マルチパレット、多軸
のもので、牧野、松浦、Mazak、Sodick のワイヤ EDM 
や Jung の CNC 精密研削盤を置いています。これ
らはすべて最新モデルで、セットアップと非加工時間
を短縮するために、多くの場合レニショーの OMP40 
主軸装着プローブと NC4 非接触式工具計測システ
ムを使用して入念なメンテナンスと設定が行われて
います。

エスクリバノは、現在の建物が手狭になったため、新
設備を設計、建設して、数週間以内に引越すことを予
定しています。それまで使用することになるメインワ
ークショップの隣の 2 つの小さな部屋には、同社の
検査装置が所狭しと置かれています。2 つのうちの
大きな部屋には、3 台の DEA Global Advance 三次
元測定機（CMM）を置き、レニショーのプローブでサ

ーマルカメラから統合攻撃戦闘機用のコンポーネン
トにいたるパーツのサンプルをチェックしています。
メインの計測ラボの隣にある小さな部屋には、同社
最大の CMM、Metris LKV CMM を置き、レニショー
の REVO 5 軸計測ヘッドとプローブシステムを配備
しています。これは、最近行われた検査装置への総
額約 30 万ユーロの設備投資の一環で導入されたも
のです。

ほとんどの精密エンジニアリング企業は、Metris とレ
ニショーの REVO を組み合わせることで、計測ニー
ズを充分に適えることができます。しかし、エスクリバ
ノは一般的なワークショップとは異なり、顧客からよ
り厳しい要求が出されるため、粗さを測定するため
の白色光干渉顕微鏡や、パーツ表面のサイズと感触
を評価できる接触式プロファイルメーターなど、他の
高度な計測システムへの設備投資が求められます。

高度なノウハウと技術
マドリッドに本拠を置くエスクリバノは、非常に稀な
存在で、このように高度なアプリケーション向けのコ
ンポーネントとシステムを提供できるノウハウと技術
を備えた民間のエンジニアリング会社は非常に限ら
れています。エスクリバノでは、誰も顧客と製品に関
して話すことはできませんが、ウメネス氏はその装備
と方法について次のように快く説明してくれました。

プロジェクトマネージャのファン・A・ウメネス氏は、複雑なパーツ
の検査に発生するボトルネックを大幅に低減しました



「当社では、航空機グレードのアルミニウム、ステン
レススチール、ニッケル合金、銅、チタンを使用した
複雑な 5 軸パーツの機械加工を行っています。この
種の業務に秀でるための唯一の手段は、技術と要員
に必要な投資を行うことです。当社の顧客は、世界
で最も優れた装備を備えるサプライヤーを選択する
ことができるため、顧客が求めるものを必要なタイ
ミングで提供できる体制を整えることが必要になり
ます。」

エスクリバノが製造するコンポーネントのほとんどは、
米国の国防セクター向けです。米国には、世界の他の
国よりも民間の小さな精密エンジニアリング会社が
数多く存在しますが、米国の国防組織が品質が大切
になる複雑なパーツの製造を国内企業ではなく、ス
ペインの企業に発注しているのはなぜでしょうか。

「米国よりもスペインの人件費が安いから、当社が
発注を受けたと考える人もいるでしょう」とウメネス
氏はいいます。「しかし、その考えは間違いです。それ
が本当なら、単にアジアに発注が行くでしょう。本当
の理由は、当社が最高の技術に投資し、高いレベル
で人員のトレーニングを行うことで、高い競争力を身
に付けているためです。当社ではスペインやヨーロッ
パの競合企業を基準にするのではなく、世界最高レ
ベルを目指しています。」

技術の発展により汎用精密エンジニアリングは簡素
化されているかもしれませんが、エスクリバノではい
かなる水準のエンジニアリング精度でも達成できる
よう努力していることから、ここ数十年で最悪の不況
が訪れ、スペインも他の国と同様、その影響を被る状
況でも、家族経営のエスクリバノは引き続き毎日 20 
時間にわたる製造活動を続けています。

www.renishaw.jp/CMM
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レニショーについて
レニショーは、エンジニアリング技術をリードする企業で、製品の開発と製造の革新技術において優秀な歴史を築いてきました。 
1973 年の創業以来、プロセスの生産性および製品品質を向上し、コストパフォーマンスに優れたオートメーションソリューションを提
供する最先端の製品を提供してきました。

系列会社と販売代理店の世界的なネットワークを利用し、お客さまに格段のサービスとサポートをご提供いたします。

取り扱い製品：
•  レーザー溶融、真空鋳造、射出成形による積層造形技術

•  様々な産業の豊富なアプリケーションに役立つ先進の素材技術

•  歯科用CAD/CAMスキャニングと加工システムおよび歯科用付属品

•  高精度の位置決めおよび角度位置決めフィードバック用エンコーダシステム

•  三次元測定機と汎用ゲージシステム用の部品固定ジグ

•  機械加工部品の比較測定を行うゲージシステム

•  極限環境で使える高速レーザー測定と測量システム

•  機械の高精度計測および校正用レーザーシステムおよびボールバーシステム

•  神経外科用医療機器

•  CNC 工作機械の作業設定、工具設定、および検査用プローブシステムおよびソフトウェア

•  材料非破壊分析用ラマン分光システム

•  CMM（三次元測定機）測定用センサーシステムおよびソフトウェア

•  CMMおよび工作機械のプローブアプリケーション用スタイラス

レニショー株式会社
〒160-0004
東京都新宿区四谷4-29-8
レニショービル
T 03-5366-5315
F 03-5366-5320

名古屋支社
〒461-0005
愛知県名古屋市東区東桜1-4-3
大信ビル3階 
T 052-961-9511
F 052-961-9514

E japan@renishaw.com
www.renishaw.jp

世界各国でのレニショーネットワークについては、弊社のWebサイト をご覧下さい。 www.renishaw.jp/contact
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